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今
治
市
役
所
職
員
の

正
規
職
員
や
臨
時
・

非
常
勤
職
員
の
男
女

比
率
を
伺
う
。

正
規
職
員
は
、
男
性

998
人
、
女
性
343
人
で
、

女
性
職
員
の
比
率
は

25･

６
％
、
臨
時
・
非
常
勤

職
員
は
、
男
性
335
人
、
女
性

933
人
で
、
女
性
職
員
の
比

率
は
73･

６
％
に
な
っ
て
い

る
。

大
規
模
災
害
時
に
お

け
る
女
性
の
立
場
に

立
っ
た
避
難
所
運
営

の
あ
り
方
を
伺
う
。

長
期
に
わ
た
る
避
難

所
生
活
に
対
応
す
る

た
め
、
乳
幼
児
の
い

る
家
庭
専
用
部
屋
の
設
置
、

授
乳
室
や
女
性
専
用
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
な
ど
、
女
性
に
配

慮
し
た
運
営
に
努
め
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
避
難

所
運
営
委
員
会
へ
の
積
極
的

な
参
画
も
重
要
で
あ
る
。

小
中
学
校
の
男
女
混

合
名
簿
に
つ
い
て
伺

う
。

名
簿
の
作
成
は
各
学

校
の
判
断
で
行
っ
て

お
り
、
混
合
名
簿
を

使
用
し
て
い
る
学
校
も
あ

る
。
男
女
混
合
名
簿
に
関
す

る
研
修
、
普
及
を
進
め
て
い

き
た
い
。

今
治
市
に
お
い
て

も
、
学
校
プ
ー
ル
の

老
朽
化
に
伴
う
高
額

な
維
持
管
理
費
の
負
担
は
避

け
ら
れ
な
い
現
状
で
す
。
そ

こ
で
、
水
泳
授
業
を
民
間
に

委
託
す
る
こ
と
に
よ
り
、
維

持
管
理
費
の
削
減
と
と
も

に
、
学
校
プ
ー
ル
を
管
理
す

る
教
職
員
の
負
担
軽
減
や

プ
ー
ル
使
用
時
の
安
全
性
の

確
保
、
専
門
的
な
技
術
指
導

に
よ
り
児
童
の
技
能
向
上
と

い
っ
た
利
点
が
あ
り
、
ま
た
、

天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
屋
内

プ
ー
ル
で
、
授
業
を
計
画
的

に
進
め
ら
れ
る
効
果
も
期
待

で
き
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
水

泳
授
業
を
民
間
の
ス
イ
ミ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
等
に
委
託
す
る

こ
と
を
考
え
ま
す
が
、
ご
所

見
を
伺
い
ま
す
。

小
中
学
校
の
33
校

に
プ
ー
ル
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
そ
の

う
ち
30
年
以
上
経
過
し
て
い

る
の
は
26
校
で
、
そ
の
割
合

は
78･

８
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
学
校
プ
ー
ル
の
年
間
の

維
持
管
理
費
に
加
え
、
施
設

の
老
朽
化
に
よ
る
維
持
修
繕

費
の
費
用
の
合
計
は
、
平
成

30
年
度
で
は
約
１
、８
５
０
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
民
間

施
設
の
活
用
に
よ
り
、
夏
場

に
限
ら
ず
授
業
を
行
え
る
こ

と
や
、
専
門
家
に
よ
る
指
導

を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
考
え
ら

れ
る
一
方
、
児
童
生
徒
の
移

動
時
の
手
段
や
安
全
性
の
確

保
、
あ
る
い
は
施
設
か
ら
遠

い
学
校
の
場
合
は
授
業
時
間

が
短
く
な
る
等
の
問
題
、
施

設
の
受
け
入
れ
態
勢
な
ど
検

討
課
題
も
多
数
あ
り
ま
す

が
、
他
市
の
事
例
な
ど
も
調

査
研
究
し
、
民
間
委
託
や
利

用
可
能
な
プ
ー
ル
の
活
用
な

ど
様
々
な
角
度
か
ら
今
後
の

水
泳
授
業
の
方
向
性
に
つ
い

て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

・
教
職
員
の
働
き
方
改
革
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

・
給
食
費
の
公
会
計
に
つ
い

て

　

今
定
例
会
は
、
３
日
か
ら
20
日
ま
で
の

18
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
３
日
の
本

会
議
で
は
、
３
つ
の
特
別
委
員
会
の
委
員

長
が
視
察
の
報
告
を
行
い
、
続
い
て
理
事

者
か
ら
令
和
元
年
度
の
補
正
予
算
案
３
件
、

条
例
案
14
件
、
そ
の
他
の
議
案
８
件
、
専

決
処
分
な
ど
の
報
告
２
件
、
合
わ
せ
て
27

件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
日
は
、
２
名
の
議
員
が
提
案
さ
れ
た

議
案
へ
の
質
疑
を
行
い
、
６
日
、
９
日
の

２
日
間
は
、
５
名
の
議
員
が
市
政
へ
の
一

般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

20
日
の
本
会
議
で
は
、
理
事
者
か
ら
平

成
30
年
度
一
般
会
計
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
議
案
な
ど
３
件
の
追
加
提
案

と
、
議
会
に
お
い
て
決
算
特
別
委
員
会
の

設
置
及
び
委
員
の
選
任
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
議
案
に
つ
い

て
は
、
決
算
関
連
議
案
を
継
続
審
査
と
し
、

そ
れ
以
外
の
議
案
に
つ
い
て
は
原
案
の
と

お
り
可
決
及
び
同
意
し
て
、
今
定
例
会
を

閉
会
し
ま
し
た
。

消
費
税
が
10
％
に
引

き
上
げ
ら
れ
る
こ
と

に
伴
う
今
治
市
の
負

担
に
つ
い
て
伺
う
。

安
定
的
な
財
源
を
確

保
し
全
世
代
へ
の
社

会
保
障
の
充
実
と
安

定
化
を
図
る
た
め
、
消
費
税

率
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
増

収
分
の
一
部
が
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
に
充
て
ら
れ
、
10

月
か
ら
幼
児
教
育
・
保
育
の

無
償
化
が
始
ま
る
。
無
償
化

に
よ
る
本
年
度
の
必
要
経
費

は
、
全
額
、
国
が
負
担
し
、

来
年
度
以
降
の
負
担
増
分
に

つ
い
て
は
地
方
消
費
税
交
付

金
で
手
当
て
さ
れ
る
。
市
の

歳
出
に
も
影
響
が
出
て
く
る

が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
地

方
消
費
税
交
付
金
が
手
当
て

さ
れ
る
。

Ｑ

Ｑ Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

ＡＡ

Ａ

Ａ

男
女
共
同
参
画
に
向
け
た

取
り
組
み
つ
い
て

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

小
中
学
校
の
水
泳
授
業

に
つ
い
て

一
　
般
　
質
　
問

一
　
般
　
質
　
問

９

月

定

例

会

９月定例会の
あらまし

ほ
か
の
一
般
質
問
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あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動

と
は
様
々
な
障
が
い

の
特
性
を
理
解
し
、
障
が
い

の
あ
る
方
が
困
っ
て
い
る
と

き
、
ち
ょ
っ
と
し
た
手
助
け

や
配
慮
な
ど
を
実
践
す
る
こ

と
で
障
が
い
の
あ
る
方
が
暮

ら
し
や
す
い
社
会
を
つ
く
っ

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た

運
動
で
す
。
あ
い
サ
ポ
ー

タ
ー
に
な
る
た
め
に
研
修
を

受
け
、
運
動
の
目
的
や
趣
旨

や
障
が
い
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
ま
す
。
研
修
に
取
り

組
む
企
業
や
団
体
に
対
し

て
、
あ
い
サ
ポ
ー
ト
企
業
・

団
体
認
定
制
度
も
あ
り
ま

す
。障
が
い
の
こ
と
を
知
り
、

障
が
い
の
あ
る
方
に
ち
ょ
っ

と
し
た
手
助
け
を
実
践
す
る

「
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
」
の

取
り
組
み
が
重
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る
方

が
暮
ら
し
や
す
い
市
に
な
る

た
め
に
も
導
入
を
検
討
す
べ

き
と
思
い
ま
す
が
、
お
考
え

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動

は
障
害
者
差
別
解
消

法
の
推
進
と
合
わ
せ
て
、
運

動
の
取
り
組
み
が
各
地
で
進

め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

本
市
が
目
指
す
「
み
ん
な
で

奏
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
」
は
障
が
い
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
誰
も
が
暮
ら
し

や
す
い
共
生
社
会
の
実
現
で

あ
り
、
誰
も
が
様
々
な
障
が

い
の
特
性
を
理
解
し
、
障
が

い
の
あ
る
人
が
困
っ
て
い
る

と
き
に
は
自
然
に
手
を
差
し

伸
べ
る
ま
ち
づ
く
り
で
す
。

こ
れ
は
ま
さ
に
あ
い
サ
ポ
ー

ト
運
動
の
取
り
組
み
に
も
通

じ
る
も
の
で
、
今
後
も
本
市

の
目
指
す
共
生
社
会
の
実
現

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
子
供
へ

の
相
談
事
業
に
つ
い
て

・
子
供
の
学
習
支
援
事
業
に

つ
い
て

・
手
話
言
語
条
例
に
つ
い
て

・
福
祉
ト
イ
レ
カ
ー
に
つ
い

て

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
と
は
台
風
や
大
雨

の
水
害
等
、
こ
れ
か

ら
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
災

害
に
対
し
、
一
人
一
人
の
家

族
構
成
や
生
活
環
境
に
合
わ

せ
て
、「
い
つ
」、「
誰
が
」、「
何

を
す
る
の
か
」
を
あ
ら
か
じ

め
時
系
列
で
整
理
し
た
自
分

自
身
の
事
前
の
防
災
行
動
計

画
の
こ
と
で
あ
る
。
大
規
模

水
害
が
発
生
す
る
可
能
性
が

高
ま
っ
た
場
合
は
早
目
の
避

難
が
重
要
で
あ
る
。
本
市
に

お
け
る
、
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

の
考
え
を
伺
う
。

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
を
作
成
す
る
こ
と

に
よ
り
、
住
民
の
皆

様
は
検
討
過
程
で
、
自
宅
周

辺
の
地
形
な
ど
も
知
る
こ
と

が
で
き
、
災
害
の
リ
ス
ク
や

災
害
時
に
得
ら
れ
る
情
報
な

ど
に
も
理
解
が
深
ま
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。本
市
で
は
、

東
予
地
方
局
今
治
土
木
事
務

所
大
規
模
氾
濫
に
関
す
る
減

災
対
策
協
議
会
に
お
い
て
、

蒼
社
川
の
「
水
害
対
応
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
」
に
つ
い
て
本
年

３
月
に
策
定
し
、
住
民
の
皆

様
の
取
る
べ
き
行
動
を
時
系

列
で
示
し
て
い
る
。

　
ま
た
、「
今
治
市
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」の
中
に
も
、

「
わ
が
家
の
避
難
計
画
を
作

ろ
う
」と
い
う
項
目
が
あ
り
、

「
災
害
の
種
類
ご
と
に
」、「
い

つ
」、「
ど
こ
へ
」、「
何
に
注

意
し
て
」
避
難
し
た
ら
よ
い

か
を
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
を

参
考
に
家
族
で
話
し
合
い
、

わ
が
家
の
避
難
計
画
を
作
る

こ
と
が
で
き
る
ペ
ー
ジ
を
掲

載
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
今

治
市
版
の
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
作
成
に
お
け
る
見
本
で

あ
る
。
今
後
と
も
「
逃
げ
遅

れ
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
て
、
出

前
講
座
や
防
災
教
育
な
ど
を

通
し
て
、
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
作
成
に
つ
い
て
市
民
の

皆
様
へ
啓
発
を
し
っ
か
り
と

行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。

・
Ｓエ

ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て

残
酷
な
児
童
虐
待
事

件
を
見
聞
き
す
る
機

会
が
増
え
社
会
的
関

心
も
多
い
中
、
本
市
の
件
数

の
動
向
、
支
援
体
制
と
対
策

は
ど
う
か
。
ま
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
情
報
充
実
を
含

め
市
の
考
え
を
聞
く
。

本
市
に
お
け
る
こ
こ

数
年
の
相
談
対
応
件

数
は
80
件
か
ら
110
件

程
度
で
推
移
し
て
お
り
、
平

成
30
年
度
の
相
談
対
応
件
数

は
112
件
。
相
談
が
あ
っ
た
場

合
、
情
報
収
集
、
児
童
の
状

況
確
認
、
保
護
の
緊
急
性
が

高
い
と
思
わ
れ
る
場
合
、
児

童
相
談
所
に
介
入
を
依
頼
す

る
。
ま
た
、
継
続
的
な
支
援

を
行
う
「
子
ど
も
家
庭
総
合

支
援
拠
点
」
の
整
備
に
向
け

調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
。

情
報
発
信
も
含
め
一
層
の
支

援
体
制
の
強
化
に
努
め
る
。

　

課
題
先
進
地
で
も
あ

る
島
嶼
部
地
域
の
高

齢
化
率
は
約
47
％
、

し
ま
な
み
沿
線
の
中
で
最
も

高
齢
化
率
の
高
い
大
三
島
で

約
54･

５
％
。
一
方
移
住
者

も
多
い
地
域
で
あ
る
が
、
実

際
島
嶼
部
の
転
入
出
は
ど
う

推
移
し
て
い
る
か
。
ま
た
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
ハ
ー
ド

面
は
進
め
ら
れ
て
き
た
が
人

口
減
少
が
止
ま
ら
な
い
現
実

を
鑑
み
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
は
ソ
フ
ト
面
へ
の
投

資
に
シ
フ
ト
す
べ
き
だ
。
地

域
住
民
に
寄
り
添
っ
た
施
策

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
今
治

市
を
選
ん
で
も
ら
う
ま
ち
、

帰
っ
て
き
た
い
ま
ち
に
す
る

た
め
の
具
体
的
な
モ
デ
ル
と

な
る
は
ず
。
改
め
て
そ
う
い

う
観
点
か
ら
島
嶼
部
住
民
へ

の
施
策
の
展
望
に
つ
い
て
考

え
を
聞
く
。

直
近
３
年
間
は
、
い

ず
れ
も
転
出
が
転
入

を
上
回
る
転
出
超
過

に
よ
る
減
少
が
見
ら
れ
る
。

島
嶼
部
に
お
い
て
も
福
祉
施

策
は
真
摯
に
向
き
合
っ
て
き

た
。
尾
道
市
で
は
交
通
費
の

一
部
助
成
が
あ
る
が
、
他
市

の
状
況
を
調
査
研
究
す
る
。

Ａ

Ａ

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

児
童
虐
待
に
対
す
る
支

援
体
制
に
つ
い
て

島
嶼
部
の
地
域
福
祉
に

つ
い
て

防
災
・
減
災
に
つ
い
て

あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
に

つ
い
て

ほ
か
の
一
般
質
問

一
　
般
　
質
　
問

一
　
般
　
質
　
問

９

月

定

例

会

ほ
か
の
一
般
質
問
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今
治
市
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て

　
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

の
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

今
治
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い

て　
旧
氏
を
用
い
た
印
鑑
登
録

を
可
能
と
す
る
た
め
、
所
要

の
改
正
を
し
よ
う
と
す
る
も

の
。

　ひ
め
の
凜
生
産
拡
大
支
援
事

業
費

　
令
和
元
年
度
か
ら
生
産
・

販
売
が
始
ま
る
県
育
成
米

「
ひ
め
の
凜
」
を
県
オ
リ
ジ

ナ
ル
良
食
味
米
と
し
て
普

及
・
定
着
さ
せ
る
た
め
に
、

高
品
質
で
安
全
な
種
苗
の
導

入
を
支
援
し
、
生
産
拡
大
に

今
治
市
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
等
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　
会
計
年
度
任
用
職
員
の
制

度
導
入
に
伴
い
、
会
計
年
度

任
用
職
員
の
給
与
等
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
事
項
を
定

め
よ
う
と
す
る
も
の
。

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自

治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
理
に
関
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

　
会
計
年
度
任
用
職
員
の
制

度
導
入
に
伴
う
改
正
そ
の
他

所
要
の
改
正
を
し
よ
う
と
す

る
も
の
。

今
治
市
消
防
関
係
手
数
料
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

　
地
方
公
共
団
体
の
手
数
料

の
標
準
に
関
す
る
政
令
の
改

正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を

し
よ
う
と
す
る
も
の
。

今
治
市
消
防
団
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て

　
消
防
団
員
の
欠
格
事
項
を

改
め
よ
う
と
す
る
も
の
。

今
治
市
災
害
弔
慰
金
の
支
給

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い

て　
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に

関
す
る
法
律
及
び
災
害
弔
慰

金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律

施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、
所

要
の
改
正
を
し
よ
う
と
す
る

も
の
。

今
治
市
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　
特
定
保
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

運
営
に
関
す
る
基
準
の
改
正

に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
し

よ
う
と
す
る
も
の
。

　移
住
者
住
宅
改
修
支
援
事
業

費
補
助
金

　
働
き
手
世
帯
等
の
移
住
・

定
着
を
促
進
し
、
人
口
減
少

抑
制
と
集
落
機
能
の
維
持
存

続
を
図
る
た
め
、
県
外
か
ら

の
移
住
者
が
行
う
住
宅
の
改

修
等
に
要
す
る
経
費
を
支
援

す
る
も
の
。

水
防
活
動
費

　
７
月
19
日
の
大
雨
に
か
か

る
水
防
活
動
費
。

自
主
防
災
組
織
活
性
化
支
援

事
業
費
補
助
金

　
地
域
の
防
災
士
等
を
中
心

に
、
地
区
防
災
計
画
の
策
定

や
防
災
訓
練
等
に
取
り
組
む

自
主
防
災
組
織
を
支
援
し
、

地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
ろ

う
と
す
る
も
の
。

発
言
者

発
言
者

○
議
案
第
81
号
「
今
治
市
会

計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

等
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て
」

1
今
治
市
職
員
の
雇
用
形
態

に
つ
い
て

2
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

与
等
に
つ
い
て

○
議
案
第
88
号
「
今
治
市
特

定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い

て
」

1
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償

化
の
範
囲
に
つ
い
て

2
副
食
費
徴
収
に
よ
る
保
護

者
負
担
の
逆
転
現
象
が
起

こ
る
可
能
性
と
影
響
額
に

つ
い
て

質 

疑

質 

疑

９

月

定

例

会

　
９
月
５
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
理
事
者
か
ら
提
案

さ
れ
た
議
案
に
対
す
る
質
疑
が
次
の
事
項
に
つ
い
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

質

　

疑

松田　澄子
（日本共産党）

黒川　美樹
（無会派）

委
員
会
審
査

教
育
厚
生
委
員
会

産
業
環
境
委
員
会

総
務
委
員
会
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市議会を傍聴してみませんか
−市政と議員の活動を知るよい機会です−

取
り
組
む
団
体
を
支
援
し
よ

う
と
す
る
も
の
。

市
単
独
農
業
用
施
設
災
害
復

旧
事
業
費

　
７
月
18
日
か
ら
19
日
の
大

雨
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
農

業
用
施
設
の
災
害
復
旧
を
す

る
も
の
。

地
域
経
済
循
環
創
造
事
業
費

　
地
域
経
済
の
循
環
と
し
ま

な
み
海
道
沿
線
に
お
け
る
サ

イ
ク
リ
ス
ト
等
の
受
け
入
れ

環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
、

地
域
金
融
機
関
か
ら
融
資
を

受
け
て
地
域
資
源
を
活
用
し

た
サ
イ
ク
リ
ス
ト
向
け
総
合

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
化
に
取
り

組
む
民
間
事
業
者
に
対
し
、

事
業
化
段
階
で
支
援
す
る
も

の
。

今
治
市
土
地
開
発
許
可
等
手

数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　
優
良
宅
地
造
成
認
定
申
請

手
数
料
及
び
開
発
行
為
許
可

申
請
手
数
料
を
改
定
し
よ
う

と
す
る
も
の
。

今
治
市
建
築
関
係
手
数
料
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

　
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法

律
の
改
正
に
伴
い
、
所
要
の

改
正
を
し
よ
う
と
す
る
も

の
。

　
そ
の
他
手
数
料
を
改
定
し

よ
う
と
す
る
も
の
。

今
治
市
道
路
の
構
造
の
技
術

的
基
準
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

　
道
路
構
造
令
の
改
正
に
伴

い
、
所
要
の
改
正
を
し
よ
う

と
す
る
も
の
。

榎
橋
橋
り
ょ
う
架
替
工
事

（
上
部
工
）
請
負
契
約
の
変

更
に
つ
い
て

　
伸
縮
装
置
の
製
品
を
変
更

し
、
及
び
調
整
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
追
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、

契
約
金
額
及
び
工
期
を
変
更

本会議の傍聴
本会議の当日、市役所本館市民課裏
入口から２階へお上がりください。
受付で住所・氏名などをご記入の
上、傍聴席にお入りください。定員
は80人です。

委員会の傍聴
委員会の開会10分前までに市役所本館３階の議会事務局で受付をし、傍聴許可証の交付を受
けてから、委員会の許可を得て傍聴できます。許可証の交付は原則５人までで、定員を超え
る場合は抽選で傍聴者を決定します。

し
よ
う
と
す
る
も
の
。

地
方
航
路
運
航
費

①
大
三
島
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
㈱

今
治
〜
木
江
・
大
三
島
・
岡

村
航
路
に
お
け
る
、
平
成
30

年
度
（
平
成
30
年
４
月
１
日

〜
平
成
31
年
３
月
31
日
）
経

常
損
失
額
に
対
す
る
補
助
。

②
芸
予
汽
船
㈱
今
治
〜
土
生

航
路
に
お
け
る
、
平
成
30
年

度
（
平
成
30
年
１
月
１
日
〜

平
成
30
年
12
月
31
日
）
経
常

損
失
額
に
対
す
る
補
助
。

今
治
市
せ
き
ぜ
ん
渡
船
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て

　
消
費
税
法
の
改
正
に
伴

い
、
所
要
の
改
正
を
し
よ
う

と
す
る
も
の
。

市民課

市民会館
正面玄関

公会堂

専用階段で２階傍聴席へ

庁 舎 本 館常
盤
町
か
ら

駐  車  場

市議会傍聴席案内図

地
方
創
生
特
別
委
員
会

建
設
水
道
委
員
会
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特 別 委 員 会 視 察 報 告

７月22日から31日にかけて特別委員会では行政視察を実施しまし
た。その内容を皆様にご報告いたします。

兵庫県明石市
　明石市は、明石市第５次長期総合計画において、目
指す10年後のまちの姿を「ひと　まち　ゆたかに育
つ未来安心都市・明石」と掲げ、その中で、まちづく
り戦略として「子供の健やかな育ちで、みんなの元気
を生み出す」と設定しています。
　こういった考え方のもと、財政健全化の取り組みや、
過去からの施策を見直しするなど、子供分野に予算を
シフトし、子供を核としたまちづくりを重点的に展開
し、目指すまちの姿の実現に向けて、大きな効果を生
み出すための取り組みが行われていました。
　現在、明石市の人口は、平成25年から連続増加中で、
本年７月１日現在、30万3,597人と、目標の30万人を
超えて順調に増えているとのことでした。

愛知県清須市
　「清須市人口ビジョン」では、清須市における低調な観光・交流人口、若年層の人口流出・定住化、
高齢化の進展、将来的な人口減少などの課題を踏まえて、人口に関して目指すべき将来の方向を定
めています。
　また、「清須市まち・ひと・しごと創生総合戦略」では、観光アクセスの充実、観光情報発信力の
強化、創業支援の促進、育児環境の整備、子育てに対する経済的な支援、市民協働の推進など、基
本目標に沿った様々な取り組みを展開しています。
　地方創生の実現に向けて、まちの創生、ひとの創生、しごとの創生を一体的に推進することが重
要と捉え、次期総合戦略の策定に取り組んでいるとのことでした。

明石市での視察の様子（7/22）

■地方創生特別委員会（７/22から７/24）

愛知県北名古屋市 
　北名古屋市議会では、市民から議会活動や委員会活
動などについての意見、要望等を聴取し、市民ニーズ
を反映した議会運営を図るため、市議会モニター制度
を導入しています。満18歳以上で市内に在住、在勤
又は在学している方で市議会に関心のある方や団体か
らの推薦を受けた方を10名程度募集して、市議会の
会議を傍聴し、議会運営の見聞を広げるとともに、意
見や提案等を文書により提出したり、議会が行うアン
ケート調査等に回答していただきます。また、市議会
だよりについては、文字数を少なくし、写真・イラス
トを増やすなどを改善のコンセプトとし、中でも特長
的であるのは、地元名古屋芸術大学と連携して、風景
などのイラストを表紙に採用しており、目を引く演出
をすることで、広報紙を手にとっていただきやすいように工夫されていました。

石川県金沢市
　金沢市議会では、子ども議会教室、市議会だよりの編集等について説明を受けました。特に、子
ども議会教室については、小学校５、６年生と保護者の40組を対象に、学習、施設探検、議員体
験をプログラムとして行われており、親子で市議会のしくみを知るよい機会になっています。市議
会だよりについては、多くの市民に読んでもらえる紙面づくりの刷新について議論し、平成27年
８月から、タブロイド判からＡ４サイズとし、レイアウト、文字サイズについても変更、冊子の基
本色に加賀五彩と呼ばれる５色を採用されました。その結果、中核市議長会議会報コンクールで平
成28年優秀賞、平成29年特別賞を受賞されています。

北名古屋市での視察の様子（7/23）

■広報広聴特別委員会（７/23から７/25）
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９
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ

た
平
成
30
年
度
の
水
道
事

業
、
工
業
用
水
道
事
業
、
公

共
下
水
道
事
業
及
び
一
般
会

計
・
特
別
各
会
計
の
決
算
に

関
す
る
議
案
を
審
査
す
る
た

め
、
９
月
20
日
の
本
会
議
に

お
い
て
決
算
特
別
委
員
会
が

設
置
さ
れ
、
15
人
の
委
員
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
長
　
堀
田
　
順
人

副
委
員
長
　
野
間
　
有
造

委
　
員
　
壷
内
　
和
彦

委
　
員
　
永
井
　
隆
文

委
　
員
　
井
村
雄
三
郎

委
　
員
　
山
岡
　
健
一

委
　
員
　
越
智
　
　
忍

委
　
員
　
矢
野
　
雄
嗣

委
　
員
　
越
智
　
　
豊

委
　
員
　
松
岡
　
一
誠

委
　
員
　
井
手
　
洋
行

委
　
員
　
本
宮
　
健
次

委
　
員
　
岡
田
　
勝
利

委
　
員
　
加
藤
　
　
明

委
　
員
　
松
田
　
敏
彦

決
算
特
別
委
員
会
の

　
　
　
　
　
　
設
置

  

議
員
研
修
会

議
場
コ
ン
サ
ー
ト
の

　
　
開
催
に
つ
い
て

　
７
月
18
日
、
今
年
度
第
１

回
目
の
議
員
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
講
師
に
社
会
教

育
課
社
会
教
育
指
導
員
の
渡

部
関
児
先
生
を
お
招
き
し

て
、「
子
ど
も
の
人
権
と
虐

待
」
に
つ
い
て
講
演
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
あ

と
、
啓
発
ビ
デ
オ
「
ク
リ
ー

ム
パ
ン
」を
視
聴
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
尾
道
市
議
会

と
の
合
同
研
修
会
を
11
月
、

第
２
回
目
の
研
修
会
を
１
月

に
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
身
近
で
親

し
み
や
す
い
議
会
を
目
指
す

取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

12
月
定
例
会
初
日
の
本
会
議

開
会
前
に
、「
議
場
コ
ン
サ
ー

ト
」
を
開
催
し
ま
す
。
本
会

議
場
で
開
催
す
る
こ
と
で
、

市
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

予
定
日
時
　

令
和
元
年
12
月
３
日
（
火
）

午
前
９
時
20
分
ご
ろ
か
ら

傍
聴
席
で
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

岐阜県岐阜市
　岐阜県にはサッカーＪ２リーグに所属するＦＣ岐阜
があり、Ｊ２発足の2008年から県内全市町村をホー
ムタウンとして活動しています。2012年には赤字で
Ｊリーグから予算管理団体の指定を受けていました
が、岐阜市として、小学校等でのサッカー教室やホー
ムゲームへの市民無料招待など、市民の認知度向上等
のために地域密着の様々な連携事業を行い、観客数の
増加等により現在は黒字運営を続けています。また、
岐阜県は、ホームスタジアムである県営長良川競技場
のＪ１対応の改修や利用料免除等の支援をしていま
す。

静岡県静岡市
　サッカーＪ１リーグに所属する清水エスパルスがある静岡・清水は、サッカー王国・サッカーの
まちと称され、その根幹には、地元小学校教員らを中心とした独自の指導者育成法が開花した、競
技としての強さがあります。静岡市と清水エスパルスは交流事業に関する申し合わせを締結してお
り、学校訪問やスポーツ教室、試合への観客動員など、様々な連携・協働事業が行われています。
また、商工会議所など約50団体で組織されるフォッサ・サッカーのまち市民協議会での取り組みや、
全国少年少女草サッカー大会の開催など、サッカーを活かしたまちづくりを行っています。

岐阜市での視察の様子（７/29）

■スポーツ振興特別委員会（７/29から７/31）
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令和元年9月定例会　議案の審議結果

番　号 件　　名 結　果

９月２０日議決

議案　78 令和元年度　今治市一般会計補正予算（第２号） 原案可決(賛成多数)

議案　79 令和元年度　今治市用地取得特別会計補正予算（第１号） 原案可決(全会一致)

議案　80 令和元年度　今治市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決(全会一致)

議案　81 今治市会計年度任用職員の給与等及び費用弁償に関する条例制定について 原案可決(全会一致)

議案　82
地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例制
定について

原案可決(全会一致)

議案　83 今治市基金条例の一部を改正する条例制定について 原案可決(全会一致)

議案　84 今治市土地開発許可等手数料条例の一部を改正する条例制定について 原案可決(全会一致)

議案　85 今治市建築関係手数料条例の一部を改正する条例制定について 原案可決(全会一致)

議案　86 今治市消防関係手数料条例の一部を改正する条例制定について 原案可決(全会一致)

議案　87 今治市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決(全会一致)

議案　88
今治市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改
正する条例制定について

原案可決(全会一致)

議案　89
今治市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定に
ついて

原案可決(全会一致)

議案　90 今治市保育所条例の一部を改正する条例制定について 原案可決(全会一致)

議案　91 今治市印鑑条例の一部を改正する条例制定について 原案可決(全会一致)

議案　92 今治市せきぜん渡船条例の一部を改正する条例制定について 原案可決(賛成多数)

議案　93 今治市道路の構造の技術的基準等に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決(全会一致)

議案　94 今治市消防団条例の一部を改正する条例制定について 原案可決(全会一致)

議案　95 榎橋橋りょう架替工事（上部工）請負契約の変更について 原案可決(全会一致)

議案　96 財産の取得について（教育系情報基盤システム用機器） 原案可決(全会一致)

議案　97 今治市土地開発公社の解散について 原案可決(全会一致)

報告   ８

専決処分について
　・損害賠償額の決定及び和解について
　・反訴の提起について
　・損害賠償額の決定及び和解について
　・損害賠償額の決定及び和解について
　・今治市認定こども園条例の一部を改正する条例制定について

受　　　　　　　理

報告   ９ 公営企業資金不足比率について 受　　　　　　　理

発議   ３ 特別委員会の設置について 原案可決(全会一致)

決算特別委員会委員の選任 選　　　　　　　任
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市議会の活動をより詳細にお伝えするため、ホームページを開設しています。
ぜひアクセスください。

http://gikai.city.imabari.ehime.jp/アドレス

市議会ホームページへアクセスしてみませんか

番　号 件　　名 結　果

議案　98 平成30年度　今治市水道事業決算の認定について 継　　続　　審　　査

議案　99 平成30年度　今治市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 継　　続　　審　　査

議案 100 平成30年度　今治市工業用水道事業決算の認定について 継　　続　　審　　査

議案 101 平成30年度　今治市工業用水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 継　　続　　審　　査

議案 102 平成30年度　今治市公共下水道事業決算の認定について 継　　続　　審　　査

議案 103 平成30年度　今治市一般会計特別会計歳入歳出決算の認定について 継　　続　　審　　査

報告　10 健全化判断比率等について 受　　　　　　　理

議案 104 人権擁護委員候補者の推薦について 原案同意(全会一致)

令和元年9月定例会　請願・陳情の審議結果

番　号 件　　名 結　果

請願第９号
（H30.12.5受理）

「後期高齢者の窓口負担の見直し」にあたり、原則１割負担の継続を求める意見書提出の要望に
ついて

継　続　審　査

請願第10号
（H30.12.5受理）

「核兵器禁止条約の署名・批准を求める意見書」提出の要望について 継　続　審　査

陳情第４号
（H30.12.5受理）

今治市営スポーツパークへ多目的グラウンド施設整備の陳情について 継　続　審　査

 【前議会から継続審査しているもの】 

各議員の議案に対する賛否状況

議員名

番号

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32

丹
　
下
　
大
　
輔

黒
　
川
　
美
　
樹

壷
　
内
　
和
　
彦

永
　
井
　
隆
　
文

松
　
田
　
澄
　
子

羽
　
藤
　
謙
　
司

井
　
村
　
雄
三
郎

山
　
岡
　
健
　
一

野
　
間
　
有
　
造

藤
　
原
　
秀
　
博

越
　
智
　
　
　
忍

重
　
松
　
眞
　
司

木
　
村
　
文
　
広

渡
　
部
　
　
　
豊

谷
　
口
　
芳
　
史

森
　
　
　
京
　
典

近
　
藤
　
　
　
博

森
　
田
　
　
　
博

矢
　
野
　
雄
　
嗣

越
　
智
　
　
　
豊

中
　
村
　
卓
　
三

渡
　
辺
　
文
　
喜

松
　
岡
　
一
　
誠

井
　
手
　
洋
　
行

平
　
田
　
秀
　
夫

堀
　
田
　
順
　
人

本
　
宮
　
健
　
次

岡
　
田
　
勝
　
利

加
　
藤
　
　
　
明

寺
　
井
　
政
　
博

松
　
田
　
敏
　
彦

井
　
出
　
健
　
司

議案  78 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案  92 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　賛否の分かれた案件の賛否状況を記載しています。

　　　※　○：賛成　×：反対
　　　※　森　京典議員は、議長職のため表決に加わっておりません。
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　令和元年７月９日に正副議長、広報広聴特別委員会委員等17名の議員と今治市連合自治会
の21名の皆さんで意見交換会を開催しました。
　議会のしくみなどについて、越智　豊広報広聴特別委員長からの説明のあと、「今後の自治
会について」、「人口減少と少子高齢化について」、「防災について」などをテーマに、意見交換
を行いました。

主な感想、メッセージ
◦今後も交換会の継続を望みます。
◦市民代表の市議会の皆様との意見交換は今後も必要であると思います。市民の声を反映で

きるようお願いします。
◦毎年視察に行っておられるが、大雨の河川対策は先進地を見本にして、研究してほしい。
◦ざっくばらんにお話をしていただきたい。
◦意見交換会の実施、お世話になりました。有意義な会でした。今後とも手を携え、連携し

て頑張りましょう。
◦問題点をもっと掘り下げて対応していくようにすればいいと思う。
◦意見の一方通行の感がある。
◦議員の出席率が低いのでは。
◦要望を出すのは大切なことだと思いますが、地区の人がどうすればよいかという意見も多

く出してほしい。

意見交換会アンケート結果（抜粋）

○市議会のしくみや役割は知っていましたか

１．知っていた
　　　14人

２．あまり知らなかった
　　　　　６人

３．ほとんど
　　　知らなかった
　　　　　 １人

○今まで市議会に関心がありましたか

１．あった
　　 12人

２．少しあった
　　　 ９人

３．なかった
　　　０人

１．評価する
　　　14人

２．どちらともいえない
　　　　 ６人

３．評価しない
　　　 １人

○意見交換会を開催したことの評価について

※今後も機会を捉えて、各種団体との意見交換会を開催してまいります。

今治市連合自治会との意見交換会を開催！
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　令和元年８月２日に今治市議会では、今治市の将来を担う中学生たちに、市議会のしく
みや働きを直接体験することにより、地方自治の役割や重要性を認識し、若い世代が政治
へ参加していくための意識の底上げを図るとともに、中学生の視点からの意見を今後の市
政運営の参考とすることを目的に「今治市中学生議会」を開催しました。今年度から参加
校については、隔年で参加することとし、今年は８校16名の中学生議員が参加し、若者
らしく、元気いっぱいに、菅市長をはじめとする理事者に質問をしました。中学生議会の
会議記録は今治市議会ホームページに掲載していますのでご覧ください。

中
ナカムラ

村 麻
マ

里
リ

愛
ア

さん

伯方中学校

豪雨災害後の復興支援について
村
ムラカミ

上 心
ココ

海
ミ

さん

篠
シノ

﨑
ザキ

 平
タイ

良
ラ

さん

世
セ

良
ラ

 智
トモ

希
キ

さん

大西中学校

朝倉中学校

南海トラフ地震等自然災害への対策について

今治市のスポーツ施設の整備について

髙
タカハシ

橋 愛
アイ

子
コ

さん

清
シ

水
ミズ

 日
ヒ

茉
マ

莉
リ

さん

青
アオ

野
ノ

 拳
ケン

士
シ

さん

今治東中等教育学校

観光（サイクリングロードの整備計画）について
尾
オ

崎
ザキ

 恋
ココ

奈
ナ

さん

城
キ

村
ムラ

 遼
リョウ

馬
マ

さん

大
オオ

野
ノ

 眞
マ

央
ヒロ

さん

南中学校

日吉中学校

地球温暖化への対策について

高齢者が暮らしやすい町づくりについて

野
ノ

間
マ

 千
チ

晴
ハル

さん

重
シゲマツ

松 真
マ

央
オ

さん

苅
カリ

田
タ

 茉
マ

胡
コ

さん

北郷中学校

人口減少対策として移住推進のための支援について
瀬
セ

野
ノ

 さや佳
カ

さん

實
ミ

成
ナリ

 亜
ア

衣
イ

花
カ

さん

大三島中学校

藤
フジ

田
タ

 くるみさん
大三島の観光産業活性化について

南海トラフ地震等自然災害への対策について

今治市のスポーツ施設の整備について

豪雨災害後の復興支援について

観光（サイクリングロードの整備計画）について

人口減少対策として移住推進のための支援について

大三島の観光産業活性化について

地球温暖化への対策について

高齢者が暮らしやすい町づくりについて

中   学   生   議   会   を   開   催  ！
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議
会
日
誌

広報広聴特別委員会
委
員
長
　
越
智
　
　
豊

副
委
員
長
　
野
間
　
有
造

委
　
員
　
黒
川
　
美
樹

委
　
員
　
永
井
　
隆
文

委
　
員
　
藤
原
　
秀
博

委
　
員
　
木
村
　
文
広

委
　
員
　
中
村
　
卓
三

委
　
員
　
松
岡
　
一
誠

委
　
員
　
本
宮
　
健
次

委
　
員
　
松
田
　
敏
彦

令
和
元
年
６
月
　
　
　
　
　

10
日
　
森
議
長
全
国
温
泉
所

在
都
市
議
会
議
長
協

議
会
役
員
会
及
び
総

会
、
全
国
市
議
会
議

長
会
第
95
回
定
期
総

会
出
席
の
た
め
東
京

都
へ
11
日
ま
で
出
張

28
日
　
会
派
代
表
者
会
議

 

〃 

　
広
報
広
聴
特
別
委
員

会

７
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
日
　
栃
木
県
鹿
沼
市
議
会

議
員
視
察

 

〃 

　
鳥
取
県
米
子
市
議
会

議
員
視
察

８
日
　
森
議
長
今
治
小
松
自

動
車
道
建
設
促
進
に

関
す
る
要
望
活
動
の

た
め
松
山
市
へ
出
張

９
日
　
広
報
広
聴
特
別
委
員

会

 

〃 

　
今
治
市
連
合
自
治
会

と
の
意
見
交
換
会

18
日
　
議
員
研
修
会

 

〃 

　
議
会
運
営
委
員
会

 

〃 

　
教
育
厚
生
委
員
協
議

会

 

〃 

　
産
業
環
境
委
員
協
議

会

 

〃 

　
徳
島
県
徳
島
市
議
会

議
員
視
察

 

〃 

　
森
議
長
松
山

－

台
北

線
就
航
記
念
祝
賀
会

出
席
の
た
め
松
山
市

へ
出
張

19
日
　
千
葉
県
木
更
津
市
議

会
議
員
視
察

22
日
　
地
方
創
生
特
別
委
員

会
行
政
視
察
の
た
め

兵
庫
県
明
石
市
、
愛

知
県
清
須
市
へ
24
日

ま
で
出
張

 

〃 

　
東
京
都
三
鷹
市
議
会

議
員
23
日
ま
で
視
察

23
日
　
広
報
広
聴
特
別
委
員

会
行
政
視
察
の
た
め

愛
知
県
北
名
古
屋

市
、
石
川
県
金
沢
市

へ
25
日
ま
で
出
張

 

〃 

　
森
議
長
今
治
小
松
自

動
車
道
建
設
促
進
に

関
す
る
要
望
活
動
の

た
め
香
川
県
高
松
市

へ
出
張

24
日
　
森
議
長
う
わ
じ
ま
牛

鬼
ま
つ
り
出
席
の
た

め
宇
和
島
市
へ
25
日

ま
で
出
張

25
日
　
森
議
長
今
治
小
松
自

動
車
道
建
設
促
進
に

関
す
る
要
望
活
動
の

た
め
東
京
都
へ
26
日

ま
で
出
張

29
日
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
特
別

委
員
会
行
政
視
察
の

た
め
岐
阜
県
岐
阜

市
、
静
岡
県
静
岡
市

へ
31
日
ま
で
出
張

31
日
　
千
葉
県
松
戸
市
議
会

議
員
視
察

 

〃 

　
愛
知
県
大
府
市
議
会

議
員
視
察

８
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
日
　
森
議
長
、
藤
原
副
議

長
東
予
地
区
市
議
会

議
長
会
定
期
総
会
出

席
の
た
め
新
居
浜
市

へ
出
張

２
日
　
今
治
市
中
学
生
議
会

３
日
　
群
馬
県
太
田
市
議
会

議
長
意
見
交
換
の
た

め
来
局

 

〃 

　
東
京
都
台
東
区
議
会

議
員
視
察

７
日
　
森
議
長
東
予
地
区
市

議
会
議
長
会
先
進
都

市
等
行
政
視
察
の
た

め
北
海
道
室
蘭
市
、

函
館
市
へ
９
日
ま
で

出
張

 

〃 

　
群
馬
県
太
田
市
議
会

議
員
視
察

８
日
　
埼
玉
県
白
岡
市
、
蓮

田
市
議
会
議
員
視
察

９
日
　
総
務
委
員
協
議
会

 

〃 

　
産
業
環
境
委
員
協
議

会

21
日
　
森
議
長
、
藤
原
副
議

長
、
黒
川
、
壷
内
、

永
井
、
羽
藤
、
井
村
、

野
間
、
越
智
（
忍
）、

重
松
、
渡
部
、
谷
口
、

森
田
、
矢
野
、
越
智

（
豊
）、
中
村
、
渡
辺
、

松
岡
、
井
手
、
平
田
、

岡
田
、
加
藤
、
松
田

（
敏
）
議
員
愛
媛
県

市
議
会
観
光
振
興
議

員
連
盟
定
期
総
会
及

び
広
域
観
光
推
進
研

修
会
出
席
の
た
め
西

条
市
へ
出
張

26
日
　
産
業
環
境
委
員
会
、

市
内
現
地
視
察

27
日
　
東
京
都
豊
島
区
議
会

議
員
視
察

　
９
月
20
日
の
定
例
会

に
お
い
て
、
次
の
方
々

を
推
薦
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

・
大
谷
　
清
子

　
　
　
菊
間
町
　
　（
再
任
）

・
越
智
ゆ
か
り

　
　
　
朝
倉
上
　
　（
再
任
）

・
益
田
　
厚
美

　
　
　
中
寺
　
　
　（
再
任
）

・

垣
　
孝
之

　
　
　
八
町
西
　
　（
再
任
）

・
長
野
　
隆
一

　
　
　
中
寺
　
　
　（
再
任
）

市議会に対するご意見・ご要望をＥ-mailまたはＦＡＸで
お寄せください。
お寄せいただいたご意見・ご要望は、今後の参考とさせ
ていただきます。

E-mail：gikai@imabari-city.jp

人
事
案
件

　（
敬
称
略
）


